
《年齢に応じた発達課題があるⅣ》  

九州大谷短大山田真理子先生の意見を取り入れながら 

 

４歳児の発達課題 

三歳は自我・個我が芽生え自分らしい生き方を

するスタートラインに立ちます。自己主張をし、攻撃

性を発揮する中で『自分』を掴んでいった子供は四

歳になり、今度はその自分を使って何かがしてみた

くなります。三歳まではやろうと思ったことを思い通り

に出来なかった段階から四歳になると自分の意思

通り身体を動かせるようになってきます。そこまで発

達が進んでくると、四歳は『おせっかいと仲間意識

が育つ時期』だということを九州大谷短期大学教授

の山田真理子さんは次のように言っ

ています。 

   「こんな自分を使って何を

しよう、何の役に立つんだろう」となる

わけです。これがいわば「おせっか

い」という４歳児の特徴を生み出しま

す。 

「これしてあげる」「手伝ってあげ

る」「私がする」と先を争って何か手伝

ったり、小さい子の面倒を見たりをみたりします。ま

た、大人から見ればしなくてもいいことを沢山したが

るのです。しかし、これは、今まで人にしてもらうこと

から、自分のことを自分でしたがる段階を経て自分

を掴み、そうして初めて「自分から周囲に向かって手

を差し伸べようとする」、「自分から一歩を踏み出そう

とする」人間になろうとし始めるということです。です

から、この４歳のおせっかいは人間関係において自

分から他にエネルギーを注ぎ込むというあり方の始

まりであり、その子が将来、「人とつながろうとする人

間」「人に手を差し伸べようとする人間」「見てみぬふ

りをしない人間」になる事の第一歩なのです。 

今問題になっている「いじめ」は、いじめたりいじ

められたりすることも問題ですが、それにもまして、

周りで見ている子が見てみぬふりをし、困っている

子に手を差し伸べようとしないことです。これは「お

せっかいを焼く」４歳児の育て方を多くの人が誤った

と言うしかありません。それは「人よりも早く○○が出

来るようにさせたい」という気持ちに表れているのだ

と思います。だから小学校へ入る前に塾へ通わせた

り、幼稚園でワークブックを使って勉強に走ったり、

子供の発達段階を無視してまだ準備が出来ていな

いことをやらせようとしているからでないかと思いま

す。当園では、お手伝いをすること、小さい子やお

友達の面倒を見ることが出来る子に育つよう力を入

れています。 

まだその時期が来ていないのに人に先んじてや

ろうとする人は自分に自信がない人です。自信がな

いから、他人より先に始めて安心したいのです。しか

し、他人より先に行こうとすることは、今やるべきこ

とをおろそかにしていることですから、おろそかにし

てやり残したその報いはあとで大きくなって自分の

子供に返ってきます。ですから当園では子供の発

達課題を大切に考えて、今やるべきことに全力を挙

げています。 

また、４歳児はもっとも試行錯誤する時期であり、

自分の思った通りに生きていこうとする、

車で言うとエンジンを大きくして積極性

を育てる時期ですが、良心を育てなけ

ればならない時期と重なっていて、親

から見るととっても厄介な時期です。し

かし、自発的に生きていくためには試

行錯誤はどうしても通らなければならな

い道なので理解ある態度で受け入れて

欲しいと思います。 

本格的に他人とのかかわりが始まるということは友

達遊びが急激に変化し始めます。対等な２人遊び

から、早い子は６歳にかけて対等な３人遊び（仲間

はずし）が始まる子もでて来ます。言葉を盛んに使う

ようになりますが、まだ言葉の発達が完成していませ

んので、言葉より先に手が出てくることがあります。

言葉を使って問題を処理するようになるのは年長に

なってからです。 

さらに、年長さんのやることに憧れて自分も真似を

しようとしたり、悲しいお話を聞いて涙ぐむなど心の

存在に気がついていく年齢です。そして、論理性は

ほとんど芽生えていませんから、理屈を言って言い

聞かせようとしても効果がありません。自分の気持ち

や子供の気持ちを表現するような情緒的な言葉を

使うようにするべきです。 
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